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巻 頭 言

新年、明けましておめでとうございます。会員の皆様におかれましては、益々ご清栄のこととお慶

びを申し上げます。昨年の通常総会におきまして、役員改選があり新体制が発足いたしました。

昨年は、会員の皆様のご協力で（公社）新潟県柔道整復師会90周年、新潟県柔道整復師会協同組合

20周年の創立記念式典を盛大に開催することができ感謝を申し上げます。

本年、私が考えている本会の事業方針として、昨年同様に本会の会員が安定して業務を行っていく

ために以下のことを重点項目としてあげさせて頂きます。

１．本会の財政の健全なる運営

２．組織再編（支部再編等）を行い事業の再検討

３．本会会員としてメリットを感じられる事業活動を行う

４．本会の事業運営が円滑に行えるよう、本会の会員の中から有能な人材を登用し事業に参画し

てもらう

５．事務局と連携し本会の事業運営を円滑に行う

上記の中で特に会員としてメリットを感じられる事業活動として、今まで以上に学術向上に関する

事業、業務を行う上での危機管理を含めた経営指導、地域包括ケアシステム構築に向けて県内各市町

村が事業展開している中に本会も積極的に関わっていく事業、国県市町村の行政機関及び県医師会を

はじめとする関係各機関そして、日整、各県柔整師会等と良好な関係を維持するための事業を行って

いく必要があると思います。

最後に役員として責任を自覚し、会員のために本会の事業運営が着実に遂行できるように真摯に取

り組んでまいりますので、ご支援並びにご協力のほど何卒宜しくお願い申し上げます。

公益社団法人 新潟県柔道整復師会

会 長 北 村 公



日 時 平成29年11月４日（土）午後３時開会

会 場 ＡＮＡクラウンプラザホテル新潟

２階「芙蓉の間」

【記念講演】 午後３時～３時50分

講 師 公益社団法人日本柔道整復師会

会長 工藤 鉄男 先生

演 題 「現執行部の行動と創造」

―時代の潮流における「潮目」を読んで―

【記念式典】 午後４時～５時30分

１．開会

１．会長挨拶 新潟県柔道整復師会会長

北村 公

１．来賓祝辞

新潟県知事 米山 隆一 様

新潟市長 篠田 昭 様

衆議院議員 高鳥 修一 様

新潟県議会議長 金谷 国彦 様

新潟労働局長 楪葉 伸一 様

新潟県柔道整復師会事業促進議員連盟会長

星野伊佐夫 様

公益社団法人日本柔道整復師会会長

工藤 鉄男 様

１．来賓紹介

１．祝電披露

１．金一封贈呈 日本赤十字社新潟県支部

事務局長 桐生 裕子 様

１．表 彰

新潟県知事表彰 北村 公

新潟労働局長感謝状 金子 益美

新潟県国民健康保険団体連合会理事長感謝状

阿部 松雄

公益社団法人日本柔道整復師会会長表彰

北村 公 茂野恵智郎

公益社団法人日本柔道整復師会会長感謝状

鹿島信太郎 渡辺 雅人 今井 達栄

森 賢太郎 大橋 敏博

公益社団法人日本柔道整復師会永年会員表彰

西脇 行雄 松本 利一 霜鳥 芳男

大竹 繁 近藤 俊史 長沢 健章

中村 清晴 野沢 重夫 星名 三彦

新井 準司 小林 正幸 樋口充一郞

黒崎 正俊 中村 吉伸 野沢 幸夫

森 賢太郎 秋野 直樹

公益社団法人新潟県柔道整復師会会長表彰

永年尽力会員

50年 伊東 祐男 風間 昇一

荒井紀久代

40年 黒崎 正俊 中村 吉伸

野沢 幸夫 森 賢太郎

秋野 直樹

30年 菅原 秀昭 楚山 恭男

中村 俊光 林 卓

小林 高一

喜寿会員 浅野 栄一

学会発表会員 中條 貴之

柔道大会出場会員

今井 達栄 横山 和雄

古谷 富治 星野 英慈

牛木 幹人 小堺健四朗

星野 力

Ａ級審判資格取得会員 古谷 富治

生涯学習最高単位取得会員 市川 寿秀

ボランティア活動最高単位取得会員

加藤 敦志

１．受賞者代表謝辞 荒井紀久代

１．閉会の挨拶 新潟県柔道整復師会副会長

金子 益美
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新潟県柔道整復師会創立90周年・協同組合設立20周年記念式典
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生涯学習最高単位取得会員

ボランティア活動最高単位取得会

反町健二郎相談役・万歳三唱

「100周年事業でもバンザイするぞ！」

祝賀会会場風景柔道大会出場会員・学会発表会員

喜寿会員 司会の丸山智事業部長

受付のオジサマ方？！永年尽力会員



12月７日（木）、本会相談役の山田健作先生（山田接骨院・上越市木田１崖13崖６）が享年86歳に

て、ご逝去されました。

12月10日（日）午後１時より、上越市の「直江津セレモニーホー

ルへいあん」において、ご葬儀が執り行われました。

本会を代表して北村公会長が弔辞を述べ、山田先生のご功績や

ご指導に対して敬意と感謝の意を表され、「これまでのご指導に

心より感謝し、安らかに眠りにつかれることをお祈り申し上げま

す」とお別れの言葉を述べられました。多くの会員や関係者が参

列し、先生とのお別れを惜しみお見送りをされました。

本会発展のため、多大なるご貢献を頂きましたことに感謝を申

し上げ、謹んでご冥福をお祈りいたします。

山田先生のご足跡

昭和33年 東京柔道整復専門学校卒業

昭和34年 山田接骨院を開業

昭和57年 （社）新潟県接骨師会・副会長

平成９年から18年 （社）新潟県接骨師会・会長

（社）日本柔道整復師会北信越ブロック会・理事、副会長、

（社）日本柔道整復師会・代議員、理事、常務理事を歴任。

新潟県国民健康保険団体連合会・施術療養費審査会審査委員、新潟労働基準局・柔道整復師施術費用

審査会審査委員、新潟県柔道整復療養費審査委員会・副委員長、日本柔道整復接骨医学会評議員、上

越市介護認定審査会審査委員等、数々の役職を歴任。

平成10年 「新潟県接骨師会災害救護赤十字奉仕団」結成

平成11年 「新潟県接骨師会協同組合」設立

平成13年 「新潟県接骨師会事業促進議員連盟」発足

平成16年 本会会館建て替え

平成18年 新潟県警察及び新潟県教育委員会と「かけこみ110番の家」開設

上越市と「災害時における応急救護活動に関する協力協定」締結

新潟県と「災害時におけるボランティア活動に関する協定」締結。

平成４年 新接賞 （本会最高功績尽力功労）

平成５年 厚生大臣表彰 （保健衛生業務功労）

平成10年 （社）日本柔道整復師会会長表彰 （帰一賞、業界最高功労）

平成11年 労働大臣表彰 （労働保険業務功労）

平成14年 上越市長表彰 （保健衛生功労）

平成18年 旭日双光章 （公共に対しての顕著な功績） 等々。
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山田健作相談役・ご逝去
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山田先生は、私が二十一歳の時の夏休みにこ

の道の実習を始めたときから今まで、接骨・整

骨の治療の仕方を教え導いてくれた師であり、

人生を導いてくれた親父そのものでした。

親父さんは研究熱心で腕が良く、患者さんか

ら信頼され「山田先生にどこに行っても治らな

かった頸の痛みを治してもらった」「手術と言わ

れた腰を治してもらった。ありがたかった」と

言われる患者さんが沢山おいでですよ。「ゴッ

ドハンド（神の手技）だね」と言う患者さんも

多かったですね。

会長をされていた時、いつでも自分のことは

後回しにして相手のこと、会や会員のことを最

優先で心配していた親父さん。初めての県医師

会との会合の席で、県医師会長さんと副会長さ

んが会議で一時間ほど遅れたことがあったよ

ね。「先に始めていてください」と電話があった

けど、じっと正座されて待ち続けられた姿を見

た医師会長さんが「私の思った通り、誠実な人

だ」と大きな声で言われ、その後、厚い信頼を

頂いたことで、介護保険への参画、時代の先を

読んだ災害救護協定の締結、国体救護へ向けた

スポーツ科学講習会の開催等に繋がり、その後

の公社への道が拓けたんだよね。

会長時代の最大の功績は何といっても、「会

員のために」との必死の思いで体制を一新し、

公的審査会を立ち上げ、新しい協定を締結した

ことと思います。

それが軌道に乗り、六十五歳を過ぎた頃「藍

綬褒章をいただいたら」と言ったら「山岸先生

が叙勲されていないのに貰えない」と私を困ら

せ、七十歳を過ぎたとき「叙勲を申請したら」

と言ったときは「反町先生が貰ってないから貰

えない」と本当に無理難題を言われ、ホトホト

私を困らせましたよね。

亡くなる一週間前、まだ意識がはっきりして

いるとき「ロンドン大学で博士号を取得した娘

が、オックスフォード大学にある東洋医学研究

センターに客員研究員として招かれ、そこで

『父が柔整師であることを話したところ、是非

日本の伝統医療としての柔道整復を研究しよ

う。という話になったので、日本で協力してく

れる組織はないか』と言われたので日整工藤会

長にお願いしたいと思うけど、チャンネルを今

でも持っている？」と聞いたら病床から電話し

て口添えしてくれましたね。親父さんのおかげ

で、来年、日本で柔道整復師が国に認められて

百年になるとのことで、その事業の一つとして

オックスフォードとの共同研究として動き出す

夢が膨らみましたよ。そしてこれが最後の仕事

になりましたね。最後の最後まで柔整師のこと

を大局から心配されていましたね。

親父さん。親父さんとの思い出を語れば涙が

あふれ、幾晩あっても足りないくらいなので、

これで終わりにします。長い間、本当に、本当

にありがとうございました。今はゆっくりと、

お休みください。おさらばです。さよなら。

山田先生が受章された旭日双光章

「山田先生を悼み」
上越市 大竹 繁



２月26日（日）、新潟東映ホテル２階、朱鷺の

間において、標記等が開催されました。

学術研修会 午後１時開会

司 会 金子益美 副会長

１．論文発表 中村あづさ 会員

演題「医療連携による統合医療への可能性

～柔道整復術のなりたちと現状から考察～」

２．実技発表 和田 浩一 会員

演題「成人肘内障を経験して

～発生機序、整復法の検証～」

臨時総会 午後１時50分開会

出席会員 199名（委任状含む）

司 会 市川 寿秀 理 事

１．開会の辞 金子 益美 副会長

２．会長挨拶 阿部 松雄 会 長

３．議長、副議長選出

議 長 小林 二良 会員

副議長 木村 敏幸 会員

４．記録人選出 蜂箇 事務局長補佐

５．議 事

議案第１号 平成29年度事業計画及び予算の件

事業計画の説明 丸山 智 理事

予算の説明 北村 公 副会長（経理部長）

報告事項 共済部規約の一部改正の件

金子益美 副会長

以上、異議なく承認されました。

保険部事務連絡 午後２時40分～

今井 達栄 保険部長

平成29年度 新潟県柔道整復師連盟定例総会

午後３時10分開会

出席会員 201名（委任状含む）

司 会 市川 寿秀 執行委員

１．開会の辞 金子 益美 副委員長

２．委員長挨拶 阿部 松雄 委員長

３．議長、副議長選出

議 長 小林 二良 会員

副議長 木村 敏幸 会員

４．記録人選出 坂井 事務局長補佐

５．議 事

議題１．平成28年度事業報告及び収入支

出決算の件

２．平成29年度事業計画（案）及び

収入支出決算（案）の件

以上、異議なく承認されました。

新潟市介護予防事業研修会

「クノンボールを使った介護予防体操」

講 師 中條 貴之 本会介護委員会委員
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平成28年度 臨時総会等開催

和田会員・中村会員・阿部会長

説明する金子副会長と役員席



9

５月28日（日）午後１時より、新潟東映ホテ

ルにおいて、標記が開催されました。

出席会員：228名（代理人選任届含む）

新潟県柔道整復師会通常総会

１．開会の辞

２．会長挨拶

３．議長・副議長選出

４．記録人選出

５．議事

議案第１号

平成28年度事業報告及び決算報告の件

監査報告

議案第２号

理事及び監事選任の件

（公社）日本柔道整復師会代議員及び補

欠代議員選挙の件

以上、慎重審議の後、可決承認されました。

６．閉会の辞

新潟県柔道整復師協同組合通常総会

１．開 会

２．理事長挨拶

３．議長選任

４．議案審議

第１号議案 平成28年度事業報告及び決

算関係書類承認の件

第２号議案 平成29年度事業計画及び収

支予算決定の件

第３号議案 平成29年度借入金残高の最

高限度額決定の件

第４号議案 平成29年度役員報酬決定の

件

第５号議案 役員選挙の件

以上、慎重審議の後、可決承認されました。

５．閉 会

平成29年度 通常総会開催

阿部松雄会長（当時）、長年お疲れ様でした。

小林二良議長・木村敏幸副議長

選挙管理委員会

新執行部
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新 役 員 紹 介

会 長 北村 公

〒940Ȃ0224 長岡市東町３Ȃ18

℡ 0258Ȃ52Ȃ1373

副会長 金子 益美
（学術部長）

〒955Ȃ0046 三条市興野３Ȃ10Ȃ５

℡ 0256Ȃ35Ȃ4814

理事 加藤 智範
（広報部長）

〒943Ȃ0891

上越市昭和町２Ȃ17Ȃ１

℡ 025Ȃ524Ȃ7263

監事 大橋 敏博

〒951Ȃ8063

新潟市中央区古町通13Ȃ2809Ȃ２

℡ 025Ȃ223Ȃ0084

理事 市川 寿秀
（介護保険部長）

〒944Ȃ0037

妙高市学校町２Ȃ７

℡ 0255Ȃ73Ȃ8687

監事 渡辺 雅人

〒945Ȃ0066

柏崎市西本町３Ȃ９Ȃ14

℡ 0257Ȃ23Ȃ2408

理事 西野 良昭
（経理部長）

〒948Ȃ0012

十日町市新座甲296Ȃ３

℡ 025Ȃ752Ȃ6667

理事 今井 達栄
（保険部長）

〒940Ȃ0004

長岡市高見町4402

℡ 0258Ȃ25Ȃ2550

理事 野田 温
（総務部長）

〒950Ȃ1111

新潟市西区大野町941Ȃ２

℡ 025Ȃ377Ȃ3720

理事 丸山 智
（事業部長）

〒955Ȃ0061

三条市林町２Ȃ16Ȃ10

℡ 0256Ȃ33Ȃ6701
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相談役 山田 健作 相談役 阿部 松雄相談役 反町 健二郎

上越ブロック

市 川 寿 秀ブロック長

田 中 公 彦地 区 長上 越 地 区

中越ブロック

今 井 達 栄ブロック長

今 井 達 栄地 区 長長 岡 地 区

西 野 良 昭地 区 長魚 沼 地 区

下越ブロック

野 田 温ブロック長

山 梨 岳地 区 長県 北 地 区

℮ 原 晃 平地 区 長県 央 地 区

中 條 貴 之地 区 長新潟東地区

五十嵐 寛地 区 長新潟西地区

子 安 圭地 区 長佐 渡 地 区

各 委 員 会

近 藤 謙 介委員学 術 委 員 会

大 橋 保委員

和 田 浩 一委員

中 川 裕 之委員柔道スポーツ委員会

長谷川 慎 一委員

古 谷 富 治委員

星 真奈美委員広 報 委 員 会

近 藤 貴 司委員

仲 祐一郎委員介 護 委 員 会

中 條 貴 之委員

中 村 公 昭委員

茂 野 恵智郎委員網 紀 委 員 会

小 林 二 良委員

森 賢太郎委員

草 島 一 寿委員保 険 委 員 会

佐 野 精 也委員

中 村 公 昭委員



【第二試合】

12

長 野 県新 潟 県

岩 下 富 夫（八段）勝負内 容勝負今 井 達 栄（五段）監督

斉 藤 公志郎（五段）◯合わせ技△横 山 和 雄（五段）大将

神 農 来 栄（五段）×引き分け×古 谷 富 治（六段）副将

岩 下 貴 士（六段）◯背負投△星 野 英 慈（四段）中堅

村 山 洸 介（五段）×引き分け×牛 木 幹 人（五段）次鋒

土 屋 樹（四段）×引き分け×小 堺 健四朗（三段）先鋒

（公社）日本柔道整復師会
第39回 北信越ブロック柔道大会長野大会

広報部長

加藤 智範

６月17日（土）午後１時30分から、長野運動公園総合運動場総合体育館・柔道場において、標記大

会が開催されました。新潟県の試合結果は以下の通りです。

先鋒戦：小堺選手右組み、土屋選手右組み。

小堺選手足払、大外刈で攻撃。相手も背負

投、寝技で応戦。激しい攻防が続くも両者ポ

イントなく引き分け。

次鋒戦：牛木選手左組み、村山選手左組み。

牛木選手果敢に前に出て激しい組手争いを

展開するも技につながらず、残念ながら時間

切れ引き分け。

中堅戦：星野選手左組み、岩下選手左組み。

開始まもなく、先にいい組手を取られ相手

のぺースになったところ左背負投を決められ

一本。

副将戦：古谷選手右組み、神農選手右組み。

足技、内股、巴投で古谷選手が終始攻め続

けるも、ポイントを取ることが出来ず惜しく

も引き分け。

大将戦：横山選手右組み、斉藤選手右組み。

横山選手がっちり組み合い小内刈、大内刈

で攻撃。中盤に小内刈で崩されたところに大

外刈で技あり。そのまま袈裟固で抑えられ合

わせ技一本。

本県チームは健闘しましたが、０－２で敗れ

ました。優勝は石川県、準優勝は長野県でした。

なお、優秀選手に小堺健四朗選手が選ばれ、

牛木幹人選手が10月の日整全国大会の北信越東

部代表選手として選ばれました。

本県代表選手

߈
Ί
る
古
谷
選
手



日時：６月18日（日） 午前９時30分開会

場所：ホテル国際21 千歳の間

【特別講演公開講座】

演題「パラリンピックブレイン

～パラアスリートにみる脳の再編能力～」

東京大学大学院総合文化研究科・教養学部

教 授 中澤 公孝 先生

【協賛研究発表】

演題「鎖骨遠位端骨折の近年の分類と保存療法

の選択」 北信越柔整専門学校

助教 吉森 文香 先生

【会員研究発表】

演題１「軽度外反母趾の疼痛軽減についての考

察」 福井県 齊藤 英司 会員

演題２「超音波観察から見た筋挫傷の実体

～生体内アクトミオシン形成の可能性～」

石川県 岡本 透 会員

演題３「膝蓋骨不全骨折：エコーを通しての施

術経験」 富山県 齊田 耕進 会員

演題４「医療連携による統合医療への可能性

～柔道整復術のなりたちと現状から考察～」

新潟県 中村あづさ 会員

座 長 金子 益美 会員

演題５「急性足関節外側靱帯における手技後の

過重能力調査」

長野県 廣川 喜博 会員

【実技発表】

「成人肘内障を経験して」

～発生機序、整復法の検証～

新潟県 和田 浩一 会員

座 長 金子 益美 会員

【ランチョンセミナー】

演題「2017・柔道整復師と介護保険について」

―柔道整復師の地域包括ケアシステムへ

の貢献―

（公社）日本柔道整復師会

保険部介護対策課

川口 貴弘 先生

本年も、標記学会が開催されました。本県か

ら会員研究発表に中村あづさ会員、実技発表に

和田浩一会員が、演壇に立たれました。両会

員、大変お疲れ様でした。

第39回 北信越学術大会長野大会 学術部長

金子 益美
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会場風景

中村あづさ会員

和田浩一会員による実技発表



期 日：７月９日（日）午前10時開会

場 所：長岡市市民体育館

大会参加者：柔道大会22団体 選手88名

形競技会５団体 選手10名

第28回 県下少年柔道大会結果

小学４年生の部

優 勝：騰川 雄喜（白根柔道連盟鳳雛塾）

準優勝：落合 浩志（村松柔道少年団）

第３位：梨本 侑聖（新潟中央柔道少年団）

第３位：照田 煌弥（小出柔道会）

小学５年生の部

優 勝：松尾 駿（村松柔道少年団）

準優勝：牛木 利幸（順道舘牛木塾）

第３位：岩渕 善慈（小出柔道会）

第３位：野中 光留（長岡市柔道教室）

小学６年生の部

優 勝：石本 泰士（村松柔道少年団）

準優勝：塚野 錬（新津柔道教室）

第３位：星野 慈元（白根柔道連盟鳳雛塾）

第３位：吉原 悠夏（見附柔道クラブ）

第６回 県下少年柔道形競技会

優 勝：小須戸柔道スポーツ少年団Ａ

取：長 沢 咲 嬉

受：土 屋 希 心

準優勝：長岡市柔道教室

取：和 田 春

受：斉 藤 ひまり

第３位：長岡市柔道教室

取：寳 壁 優 那

受：相 田 有 子
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第28回新整県下少年柔道大会兼文部科学大臣杯争奪
第26回日整全国少年柔道大会新潟県予選会
第６回新整県下少年柔道形競技会兼文部科学大臣杯争奪
第７回日整全国少年柔道形競技会新潟県予選会

４年生の部・入賞者

５年生の部・入賞者

６年生の部・入賞者

形競技会・入賞者
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日 時：８月20日（日）午後１時より

場 所：長岡商工会議所３階大ホール

出席会員：220名

【保険取扱研修会】

１．演題「柔道整復師の施術に関する制度につ

いて」

関東信越厚生局新潟事務所

指導課長 松本 康明 様

医療事務専門官 野﨑 正城 様

２．演題「療養費請求の注意点について」

全国健康保険協会新潟支部

業務グループ長補佐 鴨下 忠実 様

３．演題「請求の際の留意事項について」

新潟県国民健康保険団体連合会

審査業務第２課課長 福村 嘉隆 様

審査業務第２課第三係 柄澤 拓弥 様

【本会保険取扱研修会】

「保険取扱いの注意事項等」

本会保険部長 今井 達栄 理事

講師の方々より、保険制度・療養費請求につ

いて大変勉強になる講演を頂き、有意義な講習

会となりました。

また、本会保険取扱研修会の際に今井保険部

長より、今期の保険部員の紹介があり、「保険

に関する問い合わせ等は、理事及び保険部員・

保険委員にお願いします」との話がありました。

なお、当日欠席された会員につきましては、

９月10日（日）に本会事務所において再講習を

受講しました。

平成29年度 保険取扱研修会 広報部長

加藤 智範

野﨑様・松本様

鴨下様

柄澤様・福村様

保険部員・委員と今井保険部長



９月２日（土）新潟県・上越市総合防災訓練

が県立看護大学及び関川河川敷を会場に開催さ

れ、会員３名が参加しました。

「午前８時15分、高田平野西縁断層を震源と

するマグニチュード6.8、震度６強の直下型地

震が発生し、家屋の倒壊、火災等が多数発生し

ている他、土砂崩れ等により孤立集落が発生し

ている模様」との想定で訓練が開始され、本会

は「応急救護所開設・活動訓練」と「避難所開

設・運営訓練」の２ヶ所の訓練に参加しました。

関川河川敷での応急救護所開設・活動訓練で

は、消防や医療関係機関と連携して、災害現場

から救出された負傷者に対して応急医療・救護

活動が行われました。救急隊の１次トリアージ

後、エアーテント内で県立中央病院ＤＭＡＴ

や長岡赤十字病院救護班が２次トリアージと医

療活動を行い、本会会員はグリーンタッグの軽

傷者に対して応急手当を行いました。

看護大学体育館での避難所開設・運営訓練で

は、上越市健康づくり推進課の保健師と連携し

て、身近にある物での応急固定の方法を、避難

所に避難されてきた近隣住民に向け実演しまし

た。食品用ラップ・傘・ダンボール・ハンカチ・

レジ袋等を使って、鎖骨・肋骨・下腿骨骨折に

対して応急固定の方法を説明を加えながら行い

ました。多くの方が参観され、「勉強になった」

等の感想を頂きました。

災害はいつどこで起こるか解りません。道具

が揃った所で救護活動が出来るとも限りませ

ん。今回の訓練に参加し、どんな時にもどんな

場所でも対応できるよう日頃からの備えが重要

だと改めて感じ、とても良い経験になりまし

た。地域貢献と自分自身のスキルアップ、柔道

整復師のアピールのためにも、機会があったら

こういった活動に積極的に参加してみてはいか

がでしょう。

16

新潟県・上越市総合防災訓練 上越地区

草島 一寿

関川河川敷会場の様子

応急救護所での応急手当

応急固定使用物品

避難所での応急固定実演



９月24日（日）午前10時13分（中越沖地震発

生時間）に、防災行政無線の合図により、市民

一斉安全行動訓練として自宅・職場などで、周

囲の安全を確認しながら「姿勢を低く・頭や体

を守り・揺れが収まるまで動かない」基本行動

を、その場で実践しました。次に、地区防災訓

練として、隣近所・町内会・地区コミュニティ

による安否確認や避難誘導、情報収集・伝達な

どに取り組みました。最後に、文化会館アル

フォーレ及び周辺駐車場において防災関係機

関・団体（105団体）及び消防団・自主防災会な

どが連携した総合的な防災訓練を実施しまし

た。

我会は、その駐車場の一角でテントを一張り

借り、前澤裕二会員・茂野浩祥会員・渡辺雅人

会員で、「身近にあるものを使った応急手当体

験および活動紹介」と称し、パネルをテント前

に掲げ、雑誌・ベルト・新聞紙・買い物袋等を

使い体験して頂きパンフレットと柏崎市内の開

設会員名簿を手渡しました。

午前10時30分から午後３時まで総来場者数約

1,000名、テント訪問数約30名でした。その

方々と話しをしてみると「こんなこと、してん

だ」「こんなに、あるんだ」等と、まだまだ、柔

道整復師の知名度・認知度は低く、一般の方に

少しでも知って頂きたいと思いました。

餌

影

営

映

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡
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嬰
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嬰

嬰

嬰

嬰

嬰
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かしわざき全市一斉防災訓練開催 上越地区

渡辺 雅人

▲体験風景 ▼身近な道具を使った固定

体験テント全景

８月29日（火）午後１時より、柏崎市産

業文化会館において荒井紀久代会員が、標

記を受賞されました。趣味の１つクレーン

ゲームで得た景品で年一回チャリティーバ

ザーを行い、収益金を16年間、社会福祉協

議会に寄付され、その累積が多額になった

功績が認められたものです。おめでとうご

ざいます。

荒井紀久代会員
平成29年度柏崎市社会福祉協議会

会長賞受賞！



４月15日（土）上越市、ホテル・ハイマート

において、標記研修会が開催されました。

参加会員 48名

午後３時30分より

司 会 田中 康久 地区幹事

・上越ブロック内部研修会として、事業報告及

び平成29年度の事業計画等について協議した。

午後５時より

・学術研修会

講 師 新潟労災病院副院長

整形外科部長 岡部 聡 先生

演 題 「新潟労災病院への紹介症例の追

跡と医学的解説ＰＡＲＴ２」

午後６時30分より

・懇親会

【ご来賓】

・上越ブロック顧問 上越市長

村山 秀幸 様

・上越ブロック顧問 上越医師会会長

早津 正文 様

・上越ブロック顧問 独立行政法人

労働者安全機構 新潟労災病院 副病院長

整形外科 部長 岡部 聡 様

盛会裏に終了致しました。
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上越ブロック春季学術研修会 上越ブロック長

渡辺 雅人

田中地区長・市川理事・渡辺ブロック長

研修会の様子

学術研修会講師の岡部聡先生
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10月８日（日）午前８時30分より講道館大道

場において、全国47都道府県の予選を勝ち抜い

てきた強豪48（東京・２）チームが集結し、「第

26回日整全国少年柔道大会」と全国 15ブロック

予選を経て勝ち残った28チームによる「第７回

日整全国少年柔道形競技会」及び、一般16チー

ムによる「第41回日整全国柔道大会」が開催さ

れました。

今年は、例年になく盛大な開会式で、多数の

国会議員をはじめとするご来賓の皆様、ＮＨＫ

のテレビ取材や、本会の牛木幹人会員と息子さ

んの牛木利幸くんの親子出場という全国的にも

珍しい話題もあり、期待のもてる大会となりま

した。また、色々と自然災害の多い中、無事に

この大会が開催されたことに一先ずほっと致し

ました。尚、本会の古谷富治会員も柔道競技の

審判員として参加されました。

少年柔道大会では、午前８時30分の開会式

後、午前９時20分より新潟県選抜チームが、本

会会員の星野力監督のもと優勝を目指し、１回

戦で香川県と対戦しました。

先鋒・騰川くん、左右組手の違う喧嘩四つ、

払腰で果敢に攻めるも、相手力強く、互いにポ

イントなく引き分け。続く次鋒・牛木くん、相

手力が強く、内股、払腰で攻められ頑張ったも

のの優勢負け。中堅・松尾くんは、相手と同じ

右組手でお互い大内刈で激しく攻め合うも、一

瞬の隙を突かれ崩されて袈裟固で抑え込まれ一

本負け、０対２となる。後がなくなった新潟

県、副将・塚野くんに期待がかかる。お互い右

組みなれど組手争い、背負投、足払、払腰で掛

け合うものの優勢負け、０対３となる。大将・

石本くん、開始早々から激しい払腰の応酬、組

手争い、右、左と内股、足払で攻め、終了間際

に払腰を掛けるものの返され袈裟固めで抑え込

まれて一本負け。０対４で新潟県は残念ながら

初戦敗退でしたが、みんな一生懸命に戦った立

派な試合でした。尚、優勝は愛知県、準優勝は

岐阜県、3位は静岡県と熊本県でした。

文部科学大臣杯争奪 第26回日整全国少年柔道大会
第７回日整全国少年柔道形競技会

厚生労働大臣杯争奪 第41回日整全国柔道大会
保険部長

今井 達栄



形競技会では、北信越東部代表として、今年

は本県の長沢咲嬉さん（取）と土屋希心さん（受）

が出場しました。予選は、Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ と

４ブロックに分かれて行われ、各ブロックの

１位が決勝戦進出となります。新潟県はＤブ

ロックの２番目として競技を行いました。予選

結果は71.1点で、１位の岡山県73.0点に僅か

1.9点差でＤブロック３位となり、惜しくも決

勝戦に進むことはできず表彰を逃しました。決

勝戦の結果は、１位青森県、２位北海道、３位

岡山県・三重県となりました。

日整柔道大会は12時20分より開催され、本県

から牛木幹人選手が、長野県選手４名と北信越

東部ブロック代表として出場しました。牛木選

手は、一緒に出場した息子さんと応援に来られ

たご家族の大声援の中、大健闘し、１回戦の中

国ブロックに３対０の内容で勝利しました。

先鋒がポイントを取り先ずは１勝。続く次鋒

は引き分けたものの、中堅一本勝ち。副将は牛

木選手が出場し、内股で果敢に攻め、残り１

分、内股から相手を倒し袈裟固で抑え込み一本

勝ち。大将戦は積極的に攻めるも相手に上手く

逃げられ引き分けでした。

２回戦の相手は、優勝候補の南関東ブロック

Ｂで、結果は１対２と惜敗しました。牛木選手

は副将として出場。消極的な相手に対し果敢に

攻め、開始１分過ぎ、ものの見事な谷落で相手

を投げ一本勝ち。北信越東部唯一の勝ち点を取

りました。尚、優勝はその南関東ブロックＢ

でした。

監督、選手、役員の先生方、大変ご苦労様で

した。来年も頑張っていただき、ぜひとも今年

以上の成績を取られますよう期待しております。
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北村会長・金子副会長と少年柔道・形代表

牛木会員と利幸君古谷審判員



第26回 日整全国少年柔道大会

優 勝 愛 知 県

準優勝 岐 阜 県

３ 位 静 岡 県

敢闘賞 広島県 徳島県 宮崎県 奈良県

フェアプレー賞

愛媛県 宮城県 山形県 岩手県

第７回 日整全国少年柔道形競技会

優 勝 青 森 県

準優勝 北 海 道 Ａ

３ 位 岡 山 県

４ 位 三 重 県

第41回 日整全国柔道大会

優 勝 南 関 東 Ｂ

準優勝 近 畿

３ 位 東 海 東 部 九 州
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12月９日（土）午後３時より、上越市「ホテ

ルハイマート」において、標記研修会が開催さ

れました。 出席会員 50名

【内部研修会】 午後３時～

演 題 「保険取扱等について」

講 師 上越ブロック長 市川 寿秀 理事

【学術研修会】 午後４時～

演 題 「柔道整復業と薬について」

講 師 一般社団法人 上越薬剤師会副会長

押山 貴光 先生

【懇親会】 午後５時～

来 賓

本会顧問 衆議院議員 高鳥 修一 様

上越ブロック顧問 上越市長 村山 秀幸 様

上越ブロック顧問 一般社団法人 上越医師会長

早津 正文 様

本会事業促進議員連盟 新潟県議会議員

楡井 辰雄 様

代理 市原 哲也 様

一般社団法人 上越薬剤師会副会長

押山 貴光 様

開会に先立ち、12月７日にご逝去された本会

相談役の山田健作先生、９月１日にご逝去され

た本会元副会長の伊東祐男先生を偲び、黙とう

を捧げました。

内部研修会では、市川ブロック長から保険取

扱の注意点等を説明いただきました。

押山先生のご講演では、高齢者の寝たきりに

なる原因の12.4％を占める骨折・転倒ついて、

薬剤の副作用による視点から、ステロイドの長

期使用による骨折のリスクや、睡眠薬の用法に

よる転倒のリスク等、大変興味深く勉強になる

ご講義をいただき、有意義な研修会となりまし

た。
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上越ブロック 学術研修会 広報部長

加藤 智範

講師の押山貴光先生

学術研修会の様子

本会顧問 衆議院議員 高鳥修一様

ブロック顧問 上越市長 村山秀幸様
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12月９日（土）午後３時から長岡市「かも川

別館」において標記研修会が開催されました。

出席会員 58名

１．午後３時～３時55分

演題「リスクマネジメントについて」

（クレイマー、モンスターペイシェント

等への対応）

質疑応答・ディスカッション

北村 公 本会会長

今井 達栄 保険部長

２．午後４時～５時

演題「老化と健康～現代医療における

漢方ハイブリッド治療～」

講師 医療法人立川メディカルセンター

悠遊健康村病院・漢方医学、総合内科

医 長 髙﨑 朗 先生

医学博士（東京医科大学病院・高齢診療科）

日本東洋医学会所属（認定 漢方専門医）

日本内科学会所属（認定 総合内科専門医）

日本体育協会公認スポーツドクター

日本認知症学会所属

現代の西洋医学で確立した診断法と治療法は

必須であるという前提で、西洋医学での治療法

がないか困難な場合、何らかが勝っている場合、

相乗効果や副作用の軽減が期待できる場合に選

択される西洋医学と漢方のハイブリット治療に

ついて、大変有意義なご講演を頂きました。

３．午後５時20分～ 忘年会

本年も、盛会に終了いたしました。

【ご来賓】

長岡市副市長 水野 千秋 様

県議会議員 星野伊佐夫 様

県議会議員 柄沢 正三 様

県議会議員 西川 洋吉 様

長岡市医師会副会長 荒井 義彦 様

中越ブロック 学術研修会 広報委員

星 真奈美

北村公・本会会長

今井保険部長による講演

髙﨑朗先生の統合医療的なご講演



学術研修会 Ⅰ

日 時 12月２日（土）午後４時

場 所 新潟県柔道整復師会会館

参加会員数：30名

研修内容

１．坐骨神経について

２．足関節の機能解剖と運動

３．足関節の代表的なスポ－ツ障害

講 師

日本歯科大学新潟生命歯学部解剖学

第一講座教授 影山 幾男 先生

学術研修会 Ⅱ

日 時 12月16日（土）午後３時20分

場 所 ラマダホテル新潟

参加会員数：51名

研修内容

茨 保険取り扱いの諸問題について

講 師 今井 達栄 保険部長

芋 腰椎変形性疾患（主に脊柱管狭窄症）

頸部脊椎管狭窄症（主に後縦靱帯骨化症）

成年期以降の脊椎変形

～脊椎外科臨床の実際～

講 師

亀田第一病院新潟脊椎外科センター長

長谷川 和宏 先生
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下越ブロック 学術研修会Ⅰ・Ⅱ 広報委員

近藤 貴司

今年は趣向を変えて学術研修会をⅠ、Ⅱに分けて開催し、Ⅰは影山幾男先生を、Ⅱは長谷川和弘先

生を、お招きしました。非常に有意義な内容で、出席者の先生方も真剣に傾聴されました。

学術研修会Ⅱの終了後は、ブロックの忘年会が盛会裏に開催されました。

影山 幾男先生

今井 達栄 保険部長 長谷川 和宏先生

会場の様子



上越市健康福祉部関係各課との研修会・懇談会

【日時】９月30日（土）午後３時30分～

【会場】ホテルハイマート 参加会員：26名

演題 「上越市健康増進計画について」

講師 上越市健康福祉部 健康づくり推進課

課長 北島 賢行 様

演題 「上越市の疾病別医療費の状況と今後

の課題」

講師 上越市健康福祉部 国保年金課

課長 串橋 祥子 様

来賓 上越市健康福祉部 福祉課

課長 横山新太郎 様

妙高市国保懇談会

【日時】11月25日（土）午後５時～

【会場】やまと 参加会員：９名

演題 「妙高市国民健康保険の概要等について」

講師 妙高市健康保険課

課長 見波 淑江 様

演題 「妙高市介護予防事業について」

講師 妙高市福祉介護課

課長 葭原 利昌 様
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上越ブロック 市役所関係各課との研修会・懇談会 上越ブロック長

市川 寿秀

妙高市の会場の様子

串橋課長 北島課長 横山課長

今年度の市役所関係各課との研修会・懇談会が上越市は９月、妙高市は11月にそれぞれ開催されま

した。

上越市では、健康づくり推進課長 北島賢行様から「上越市健康増進計画について」、国保年金課長

串橋祥子様から「上越市の疾病別医療費の状況と今後の課題」との演題でご講演頂きました。上越市

健康増進計画は「健康寿命の延伸」と「健康格差の縮小」を基本方針として計画し、その中でも特定

健診受診率アップ・健診結果による保健指導に積極的に取り組んだ結果、入院医療費の伸び率の抑制・

減少につながった等のお話しをいただき、健診の重要性を再認識できた研修会となりました。

妙高市では、健康保険課長 見波淑江様より「国民健康保険の概要等について」、福祉介護課長 葭

原利昌様より「介護予防事業について」の説明がありました。会員からは率直な意見・質問・要望等

が多数出され、非常に有意義な内容の研修懇談会となりました。

田中地区長市川ブロック長



新緑萌え、陽光眩しい５月21日（日）、今年の

新整親善ゴルフ大会は、碧天広がる十日町市の

当間高原ホテル・ベルナティオゴルフコースで

開催されました。

気温25℃を超える暑さの下でしたが、高原特

有のさわやかな風を感じつつ、精鋭11名は楽し

く親睦を深めながら、腕前を競い合いました。

成績の方は、前半苦しみながらも、後半は同

伴者の的確なアドバイスにより安定感を取り戻

した渡辺敏明選手が、近年まれに見る激戦を制

し優勝しました。第２位には野沢幸夫選手、第

３位には金子益美選手という実力者が順当に入

賞する結果に終わりました。

今回もスムーズに、ストレスフリーな大会運

営がなされ、これもひとえに亀貝良介幹事をは

じめとする運営スタッフの先生方の、行き届い

た細かい心配りの賜物と、深く感謝申し上げま

す。

以上、簡単ではありますが、大会報告とさせ

て頂きます。
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第32回 新整ゴルフ大会 魚沼地区

佐藤 芳宏

お疲れ様でした！ 次回も楽しみましょう！

風光明媚なベルナティオゴルフコース

優勝・渡辺敏明会員

3位・金子益美会員 2位・野沢幸夫会員
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９月10日（日）埼玉県柔道整復師会の主管の

もと、栃木県のプレステージカントリークラブ

で標記大会が開催されました。総勢181名が参

加し、全国各地の柔道整復師の先生方が集まり

ました。

新潟県からは、30歳代から60歳代まで７名参

加しました。結果としては、私自身のベストス

コアの更新！野沢幸夫会員の飛び賞受賞！惜し

くも団体戦のベスト３には届かなかったものの、

誰一人怪我なく無事に18ホールを終えました。

今大会も大会開催地が遠方のため、参加者一

行は前日の午後から小型マイクロバスを借りて

出発、道中は亀貝良介会員の素晴らしい運転で

事故もなく宿泊先の栃木県内のホテルに到着し

ました。

夜は渡辺敏明会員がホテル近くの選りすぐり

の居酒屋を予約しており決起集会を行いました。

軽くお酒が入れ

ば年齢は関係な

く業界の話、プ

ライベートの話

で非常に盛り上

がりました。

そんな中でも

小林正幸会員が

締めるとこは締

めていただき非

常に有意義な決

起集会になりま

した。

このようにし

て、栃木県一泊

二日の旅を無事

に終えたのも亀

貝良介会員の運

転、運転手のサポートで後ろに座り、常に周り

を気にしてくださる大橋敏博会員、会員一同で

協力し会を盛り上げようとする心意気があって

こそだと思います。

帰りの道中では、片貝の花火が私自身のベス

トスコアの祝砲をあげてくれ、金子益美会員か

らのお祝いもいただきました！

これからは、より多くの会員が一丸となり協

力して新潟県柔道整復師会を盛り上げていきま

しょう！

県内でもゴルフをされる先生方が数多くい

らっしゃると思いますが、会の行事なので積極

的に参加をされてほしいです。

来年は静岡県柔道整復師会の主管静岡県で開

催される予定です。一人でも多くの会員の参加

を切実に望んでいます。

よろしくお願いします。

第44回 日整親善ゴルフ埼玉大会 新潟西地区長

五十嵐 寛



10月29日（日）午後２時30分から、三条ロイ

ヤルホテルにて、県央地区保険取扱研修会・学

術研修会が開催されました。

参加者：33名 懇親会出席者：19名

【研修内容】

１．保険取扱研修会 今井 達栄 保険部長

２．統合医療カンファレンス協会での活動につ

いて 中村あづさ 会員

３．骨折・脱臼の保存療法について

早川 雅成 会員

４．今後の柔道整復師業界動向について

金子 益美 副会長

５．寺子屋100km徒歩の旅活動報告

丸山 智 理事

今井保険部長の保険取扱研修会では、主に

「リスクマネジメント」の講義をされたのです

が、普段気をつけていることとはいえ、改めて

身の引き締まる思いで聴講いたしました。

中村あづさ先生による統合医療カンファレン

ス協会での活動報告は、医療従事者としてドク

ターや看護師、栄養士、鍼灸師の方達とひとつ

の症例を検討し合うということは患者さんを多

角的に診るヒントになり、患者さんの背景も含

めた全体を捉えることにつながる意義深いもの

だと思いました。機会があれば参加してみたく

思います。

早川雅成先生の骨折・脱臼の保存療法につい

ては、動画を交えたもので大変勉強になりまし

た。完全に転位した前腕遠位部骨折の最新の整

復法や、肩関節脱臼の患者様がより負担になら

ない整復法を教えていただき感謝感激いたしま

した。早川先生は整形外科の現場に16年間も携

わられたということで百戦錬磨の骨接ぎの技を

今後も是非ご教授いただきたく思います。

また、今後の柔道整復師業界動向について金

子益美副会長にお話いただきました。

最後に寺子屋100km徒歩の旅活動を丸山智理

事が報告をされました。これは、県央地区の先

生方が小学生の100km徒歩の旅をボランティア

でサポートされているのですが、かれこれ10年

も続けているとのことで、参加者も適切な治療

や判断を受けることができるということで、今

や無くてはならない支えとなっており、私も地

域事業の支えとなるようなボランティアを考え

させられる内容でした。

その後懇親会があり、諸先生と色々なお話が

できて大変有意義な一日でした。

この研修で教わったことを日々の施術に活か

していきたいと思います。
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県央地区保険取扱研修会・学術研修会 新潟西地区

小林 貴樹

早川 雅成 会員中村あづさ 会員
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８月７日から11日に開催された「100km徒歩

の旅」に救護として、三条市の丸山智先生、金

子恵彦先生、燕市の℮原晃平先生、弥彦の和田

浩一先生と参加させていただきました。

今回で10回目となった徒歩の旅も気温が37℃、

台風が接近するなど大変な環境でのものとなり

ました。私が担当した初日はまだまだ元気な子

が多かったですが、初参加の子や運動経験の少

ない子達は緊張と疲労で下肢全般に痛みを訴え

ていました。

ストレッチやテーピング、救護担当のスタッ

フにアイシングの指導などを施しました。まだ

初日、これから何十kmと歩く子供達の一つの

目標に向かうパワーを間近で感じて少し胸が熱

くなった様に思います。

普段の院での業務ともスポーツの現場とも少

し違う貴重な経験をさせて頂きました。

これらを日々の業務などに活かしていけるよ

う精進していきたいと思います。

100km徒歩の旅に参加して 県央地区

吉田 拓也

写真下２枚 ８月10日発行・三條新聞掲載記事より



10月21日（土）午後３時からトモシア長岡に

て統合医療カンファレンス協会の小池弘人先生

を始めとする皆様の協力を得て行われた、中越

ブロック勉強会（ジャングルカンファレンス）

に参加しました。ジャングルカンファレンスと

は一般的な医療従事者によるカンファレンスと

異なり、様々な分野で活躍する治療家が集い、

１つの疾患に対しての治療アプローチ、見解を

共有する会です。多職種の医療従事者（医師、

各種セラピスト、治療家、その他の医療健康に

興味のある方）と１つの症例について対話する

ことにより、自分の専門分野以外の治療法や代

替医療全般の知識が増え、考えの幅が広がり、

この会を通じて他分野の専門家との繋がりが出

来るのも魅力的だと思いました。

以前より医接連携は非常に重要と考えていま

したが、患者の症状が多様で複雑になった現

在、他の医療従事者との繋がりを活かして患者

を相互に紹介し合える様な関係性が出来ること

により患者の早期回復、社会復帰に貢献できる

と思います。この様な関係が出来れば患者を抱

え込まなくても済みますし、的確に紹介するこ

とによって患者にも信頼され自分自身の信頼に

も繋がると思いました。

同業種という狭い世界にいると考え方が偏り

がちですが、この様な会に参加する事によっ

て、他の医療従事者の考え方を知ることがで

き、さらに懇親会に参加する事によって治療家

どうしが繋がり信用創造できる素晴らしい会で

した。皆さんも機会があれば是非、参加してみ

て下さい。
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中越ブロック勉強会に参加して 魚沼地区

仲 祐一郎
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「ＤＭＳカップ2017第26回東日本車椅子バス

ケットボール選手権大会」が７月15日（土）、16

日（日）に、長岡市市民体育館で開催され、救護

係として参加させていただきました。

本年度は初めて日曜日の救護として参加とな

りました。また当日の救護数は８名でした。愁

訴の内訳としては（左肩、背部、右肩、左肘、

腰部、右拇趾）でした。右拇趾は当日参加の審

判の怪我になるので参加選手ではすべて上半身

の救護となりました。

本年度はベッドの配置、準決、決勝開催とな

る日曜日参加という変化もあり、例年に比べ救

護数が増加しました。健常者と全廃部位を持つ

選手との体にかかる負担の違いを診る事ができ

た貴重な救護となりました。また代表選手を初

めて救護できた事はいい経験でした。

本年で４年目の参加にも関わらず、このＤＭ

Ｓカップが日本で２番目に大きい大会だと選手

に教えて貰い初めて知ることができました。一

方で、年々スポンサーの減少が進み大会の運営

は厳しさを増しているそうです。障害者スポー

ツは会場費などの優遇を受ける反面、入場料を

取ることもできず、選手の送迎面などコストも

かかります。その分多くの人のボランティアで

成り立っている大会です。救護中の選手の大会

への意気込みや笑顔を見ていると、一年でも長

く開催できるよう地元の一員として参加できた

らと思いました。

東日本車椅子バスケットボール選手権大会の救護に参加して 長岡地区

間島 大樹



９月16日・17日（土・日）午前10時から午後

４時までアオーレ長岡において標記が開催され、

長岡地区会員による健康相談、ストレッチボー

ド、テーピング体験ブースが設営されました。

【参加会員】

16日（土） 浅野 隆弘 波形 洋行

太田 泰弘 吉澤 光起

横山 和雄 今井 達栄

17日（日） 池田 孝一 貝間 芳仁

稲垣 純一 紺 辰則

嶋田 水 小玉 浩史

両日責任者 今井 達栄

【ブース来訪者】 130名

大勢の方に来ていただき、ストレッチ体験か

ら健康相談、テーピング体験へと自然と一通り

お試しになる方が多く、流れも良かったと思い

ます。 （池田孝一）

今回は、市販のテープを購入したが、どうい

う貼り方をすれば良いのか？という相談があ

り、簡単なテーピングを実演しながら教えたと

ころ、大変喜んでもらえたので嬉しかったです。

普段の治療にも役立てるように頑張ります。

（小玉浩史）

まだ接骨院がどういったところで、何ができ

るのか？正確に認知されていないと感じるとこ

ろがあり、もっとＰＲしていけたらと思いまし

た。 （嶋田 水）

「整・接骨院と整体は、何が違うのか？」とい

う質問を何回か受けました。認知度を上げてい

くためにも、このような活動は続けていくべき

だと思いました。 （紺 辰則）

普段の仕事とは違う感覚で楽しかったです。

接骨院に来る患者さんではなく、一般の方の健

康の悩み等も聞けて勉強になりました。

（稲垣純一）

多くの来場者があり、我々の仕事に対しニー

ズを感じられました。これからも努力をし、少

しでも多くの患者様の笑顔を見られるよう、頑

張っていきましょう！ （貝間芳仁）
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すこやか・ともしびまつり 2017（長岡市） 長岡地区長

今井 達栄
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９月30日（土）、柏崎市元気館において標記が

開催されました。当日は一角でブースを設け、

午前９時から午後４時まで「リハビリ折り紙教

室」「テーピング体験」「相談コーナー」を行い

ました。

総入館者数：911名 ブース利用者数：66名

【参加会員】

荒井紀久代・荒井 典一・加藤美都子

桑名 和行・後藤 直哉・茂野恵智郎

茂野 浩祥・治地面 潔・高橋 真一

前澤 裕二・渡辺 雅人

＊私はリハビリ折り紙教室を担当しました。

テーマを思案した結果、元気をテーマに動き

のある折り紙「ぴょんぴょん元気な飛び跳ね

カエル」「パクパク元気なおしゃべりお口」２

点を取り上げてみました。皆さんが、それぞ

れの手の機能訓練、頭の体操を満喫されまし

た。 （荒井紀久代）

＊健康相談コーナーでは、接骨院ではどういう

施術をするのか？整体院とはどう違うのか？

といった質問を最初に受けることが多く、接

骨院という職業を世間にアピールした方がよ

いのだなと実感しました。 （前澤 裕二）

＊ブースにて柔整に関する質問、相談への対

応、ストレッチ体操やテーピングの実演を致

しました。自分自身、得られたものも多く価

値ある一日となりました。柔整師のことを理

解し、関心を持って頂ける絶好の機会だと思

います。 （後藤 直哉）

＊祭りの来場者も多く、柏崎市民の健康に対す

る意識の高さを再認識しました。接骨院の業

務を正しい知識で広めつつ、来場者の方々の

健康に関する様々な相談にしっかり乗ること

が出来たと思います。

簡単なテストや症状・施術の説明をすると同

時にテーピングの実演、指導、医科との連携

等、幅広い内容で説明することができまし

た。リハビリ折り紙も大変好評でした。市内

の先生方が一丸となり、今回の活動が出来た

ことを大変嬉しく誇りに思います。

（茂野 浩祥）

＊今回、ブースの場所がわかりにくく、最初は

来訪者がまばらだったが会員の努力により痛

みの相談、ストレッチ指導、掲示物の説明に

多くの人が訪れた。中でもリハビリ折り紙が

人気を集めていた。今後はブースを人目につ

く場所に設置できれば認知度の上昇に繋がる

のではないだろうか。 （桑名 和行）

元気館健康まつり2017 上越地区

渡辺 雅人

健康相談コーナー

リハビリ折り紙教室



10月８日（日）小千谷市総合体育館において、

標記が開催され、小千谷市及び長岡市川口地域

の本会会員によるブースが設営されました。

参加団体 33団体 ブース来訪者 約100名

■毎年盛況の柔道整復師会コーナーにも、大勢

の来場者がありました。先生方の一人一人に

寄り添ったアドバイスは、聞いている私にも

勉強になりました。また各ブースを見学した

り、有意義な一日となりました。（吉原裕子）

■今年のテーマは「健康長寿はみんなの願い！

幸せこいこい健康おぢや」です。健康的に長

生きするためには、医療、保健、福祉、介

護、救命、衛生等、様々な分野からの包括ケ

アが大切であり、小千谷市の柔道整復師会員

として、運動器具体験、ストレッチ、テーピ

ング、アイシング、健康相談等を行いまし

た。この催しを通して市民の健康長寿の一翼

を担えたらと思います。 （横山隆一）

■ＴＶ、雑誌を観ても健康に関する情報は数知

れず報道され、それを目にしない日はありま

せん。我々にとっても、このような場に接す

ることにより人々が何を求めているのかを学

び、運動器系に関して日々刻々と更新される

最新の知識を取り入れる良い機会であると思

います。 （吉田和正）

■毎年、テーピングコーナーでデモンストレー

ションを行って来ました。来訪者自らがテー

ピングを行う参加型の企画も考えております

が、テープ、ハサミ等、材料費の予算、参加

会員の人数、コーナーの設営場所等、いろい

ろと考えなければならない点があります。実

現が可能なら、今後検討したいと思います。

（吉原正直）
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おぢや健康福祉まつり 魚沼地区

杵渕 爾郎
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６月11日（日）八色の森公園（南魚沼市浦佐）に

て、第８回グルメマラソンが開催されました。

今年も本会若手メンバーが、テーピングによ

るコンディショニングブースを出展しました。

約5000人のランナーを対象に、早朝７時から

概ね９時スタートまでの約２時間に250名のラン

ナーにテーピング等を施すことができました。

また、今年は新たに募金箱を設置し、2,868

円ではありますが、糸魚川大火募金に寄付させ

ていただきました。

今年の反省点を活かし、来年に繋げていきた

いと思います。

＊テーピングブースを通して、人々とふれ合

い、とても有意義でした。来年もまた参加し

たいと思います。 （魚沼地区 西野 慎）

＊女性の為にカーテンや仕切りがあると良いと

思いました。来年は地区やブロックの垣根を

越えて多くの会員の方に参加して頂きたいで

す。 （魚沼地区 仲 祐一郎）

＊今年はベッドの数、椅子の数共にちょうど良

い感じで、スムーズに流れていたと思いま

す。メンバーも回数を重ね、熟練したと思わ

れます。 （長岡地区 鹿島 太一）

＊女性の方の為にカーテンが必要かと思いま

す。 （長岡地区 間島 大樹）

＊テープを大勢の人に貼れたので様々なテープ

を試すことができ、楽しかったです。基本的

にランナーも気持ちの良い方ばかりでした。

（上越地区 茂野 浩祥）

第８回南魚沼グルメマラソン・コンディショニングブース出展 魚沼地区

佐藤 大輔



10月８日（日）、妙高市新井総合公園陸上競技

場を会場に「第48回越後妙高コシヒカリマラソ

ン大会」が開催されました。コースは１.５娃

コースからハーフマラソンまで様々あり、全国

各地より1600名を超えるランナーの皆様が出場

されました。出場者の最高齢は94歳の男性の方

で毎年この大会にご夫婦で出場されています。

本大会には平成16年の第35回大会より毎年救

護係として参加しており、本年度も本会より前

島順子会員と２名で参加致しました。昨年度大

会からは、私が救護係主任として医師の先生や

看護師の方々、我々柔道整復師、コースを周回

する救護車等のまとめ役を仰せつかり、大会本

部と連絡を密に取りながら大会運営に携わって

おります。

当日は晴天に恵まれましたが、季節外れの夏

日となり、ランナーには少し厳しい環境であっ

たかと思います。あまりの暑さに、十分用意さ

れていた給水所のコップが足りなくなってしま

うというアクシデントが発生してしまうほどで

した。

レース後、転倒等による負傷や下肢の筋痙

攣、脱水症状などを訴

えられた方々で救護所

は大変混雑しました。

その他にも熱痙攣を発

症されたランナーもい

らっしゃいました。ど

の症状も医師の先生・

看護師の方々と連携し

て適切な対応を行うこ

とができ、救急搬送の

ケースを出さずに無事

救護活動を終えること

ができました。

我々柔道整復師が行う救護活動の場合、柔道

整復師だけでの活動が多く、本大会の救護のよ

うに多職種で連携して行える事は非常に貴重な

事例であると思います。このような事例を県内

各地に広げることができれば、柔道整復師の業

務を他の職種の方々に理解していただく機会が

増え、我々の地位向上にもつながるのではない

かと考えています。本大会におきましても、今

後もこのような救護活動が継続できるよう精進

していきたいと思います。
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第48回越後妙高コシヒカリマラソン大会 上越ブロック長

市川 寿秀
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７月30日（日）に新潟県、妙高サンシャイン

ゴルフ倶楽部で、北信越ブロック親睦ゴルフ大

会が開催されました。有志により会員の親睦を

図ることを目的に企画され、日本柔道整復師会

の工藤鉄男会長はじめ、北信越の会員が参加し

総勢45名の大会となりました。

予報されていた天気予報とは裏腹に晴天に恵

まれ、絶好のゴルフ日和でのスタートとなりま

した。

私自身の成績は、いつも通り振るわなかった

ものの…。他県の先生方とのラウンドでは、素

晴らしい腕前の先生と回らせていただきとても

勉強になりました。

結果としては、優勝は富山県柔道整復師会会

長の林豊輝会長、準優勝は日本柔道整復師会会

長の工藤鉄男会長になりました。

表彰式では、工藤日整会長の計らいで盛大な

ジャンケン大会が行われ、素晴らしい盛り上が

りのうちに幕を閉じました。

今回、参加して改めてこのような交流の場は

必要だと感じました。新潟県内の先生方との仕

事の面での情報交換はもちろんですが、他県の

先生方から得る新たな情報、また今回は日本柔

道整復師会会長や理事の方々まで新潟へ足を運

んでいただき、とても素晴らしい情報をいただ

きました。このようなことも含め日本柔道整復

師会に所属している意味を感じました。

自分自身の所得や生活も大事ですが、日本柔

道整復師会に所属している以上は会員が再度結

束を固めて一丸となり会を盛り上げていきま

しょう！

先人達が築いてくれた業界を、若い世代で再

度盛り上げましょう！

北信越ブロック親睦ゴルフ大会 新潟西地区長

五十嵐 寛



˔ 学術発表・論文なんて聞くと…

・どうすればいいの？

・めんどうくさそう概

・なんかレベルが高いなぁ～

・デ－タなんて取ってないし～

・人前でしゃべるのやだし～

・情報ならネットにあるし～

などの意見が実際のところ多いと思います。

少しずつでも、学術研究の入り口になればと思い紹介いたします。

また、タイムリ－ながら日整広報「Feel!Go!」2017／01号の中に「柔道整復師のためのたのしい

統計学」も連載されることになりましたので、一緒にご参考になれば幸いです。

˔ 具体的な医学研究の内容

医学研究は、大別して「基礎（医学）研究」と「臨床研究」と「社会医学研究」の３つに分かれま

す。

我々、柔道整復師が比較的研究しやすいものは「臨床研究」です。主に臨床現場において行われる

研究のことです。昨今、ＥＢＭ（根拠に基づく医療）が叫ばれて久しいですが、臨床現場では十分な

エビデンスが見つからない場合、もしくはその疑問が臨床上重要なテ－マなら、倫理上の問題や実際

に行うことのできる規模の研究であれば「臨床研究」として取り組むことができ、むしろ日常臨床の

中からエビデンスを作り上げていこうとする姿勢こそが、ＥＢＭ実践の中で重要なことのひとつで

す。

しかし、ＥＢＭの膨大なデ－タの論理的解析によってたどり着く結果で全ての問題が解決するもの

ではないし、不確実な結果をＥＢＭだけでは処理しきれません。そこでＯＢＭ（経験的医療に基づく

医療 ）とのバランスが大切です。

数字による解析が必要な「研究報告」、このような患者にこのような手法を試したら良い結果が出た

または、悪化した等の「症例報告」、患者さんの問題を解決する手段となりうる現実が会員先生の経

験、実績の中にはたくさんあります。是非、この機会に発表などを考えていただきたいと思います。
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˔ どの様な構成で書くのか

通常の研究報告（症例報告）の形式としては、「緒言」、「目的」、「方法」、「結果」、「考察」、「結論」、

「文献」の各パ－トから構成されます。それぞれの主な内容は…

① 緒言

… この研究（症例）で問題としている点は何なのか、なぜそれが問題となるのか、どのような

ことが考えられる可能性があるのか（仮説）、根拠（先行研究の引用など）とともに、何について

の発表なのか記述します。

② 目的

… この研究の目的を書きます。仮説検証などの場合などは、その仮説をはっきりと書いてお

きます。症例報告の場合、こういう器具、検査方法、テ－ピング、整復法等があるのですが、こ

ういう症状の人に使ってみたら効果があったなどのことを記述します。

③ 方法

… どのような方法で研究したか、その詳細を説明します。

症例報告の場合、年代、性別、主訴、既往歴、診断（判断）、施術方針・施術方法、経過等の症

例の概要を列記しておきます。計測関係ならば使用した機材・材料、調査対象とした人（健康者

と罹患者など）や動物など、一定の同一条件などを記載しておきます。

④ 結果

… どんな結果が出たのかをまとめます。結果は良くも悪くもそのままに提示し、その内容を

結果を踏まえて考察をすることが大事です。調査対象の特徴を含めた各種分析（統計解析など）

の結果を簡潔な表やグラフにして表示し、一目でわかるようにしておきます。

⑤ 考察

… その分析の結果から何が言えるのか、良い結果ならどうして、悪い結果からは何が推測さ

れるのか結果の解釈が中心となり、仮説が妥当だったのかどうかの最終判断もここへ入ります。

（症例報告の場合）、

・こういう人にはこの方法を使った方がよさそうだけど、こういう人はダメかも。

・これなら、従来の方法の方がいいよね。

・これで大丈夫なら、こういう違う症状の人も行けるかも。

・この症状から、この疾患って推測できるよね。

・こういう症状の人がいて、良く調べたら実はこうだったんです。など。

⑥ 結論

… 目的から仮説を立て、検証した結果を踏まえ、最終的に導き出された判断からわかったこ

と、今後の研究の展開（今回の問題点や今後の可能性）について少しだけ記すようにします。



⑦ 引用文献・参考文献

… 論文中作成において、同じような発表や考え方をしている方はいないかチェックします。

先行研究を調べることは常識であり、その上で自分の考えについて考えることが大事です。

・引用文献とは、論文中に他人の意見を紹介（引用）した文献のこと。または、記載のあるも

の。

・参考文献とは、論文作成のために参考とした文献のこと。

引用・参考にした文献については、きちんと記述しておかなくてはなりません。記述しないま

ま、他人の意見や図を紹介すると著作権法に触れ、その論文は盗作ということになってしまいま

す。

《引用文献の書き方》

・図書から引用した場合

…１） 著者名、書名、版表示、出版地、出版社、出版年、掲載ペ－ジ

・雑誌論文から引用した場合

…１） 著者名、論文名：副題、誌名、巻数、号数あるいは通巻、出版日時、該当ペ－ジ

《参考文献の書き方》

・雑誌論文から引用した場合

…１） 著者名、論文名：副題、誌名、巻数、号数あるいは通巻、出版日時、該当ペ－ジ

・図書資料の場合

…著者名、書名：副題、版表示、出版地、出版社、出版年

・電子雑誌の一論文・記事の場合

…著者名、論文名：副題、誌名、巻数、号数、出版年月日、当該部分のペ－ジ、入手先

URL、（入手年月日）

・電子新聞の場合

…著者名、題名、新聞名（朝、夕刊）、出版年月日、入手先URL、（入手年月日）

・Webサイト、Webペ－ジ

…著者名、Webペ－ジの題名、Webサイトの名称、入手先URL、（入手年月日）

※電子文献の場合、できるだけ恒久性の高いもの以外極力使用しない。（情報の信頼度 低）

執筆 学術委員 大橋 保
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訃 報

楚 山 恭 男 先生
長岡市水梨町 1106－15
平成29年６月26日没（昭和61年４月13日入会）

快復すると信じていましたが、知らせを聞き、本当に残念に思いました。
互いに役員時代、会の未来について深夜まで激論を交わしたことを、昨日のように思い出
します。長い間、会の為にご尽力頂き、誠に有難うございました。 （長岡地区 小林二良）

伊 東 祐 男 先生
上越市頸城区百間町 689－９
平成29年９月１日没（昭和41年６月11日入会）

開業50年、その間、県副会長・上越支部長を歴任し、本会発展のために尽くされ、また地
域の青少年の育成にと「順道館伊東道場」を設立し、地域に寄与されました。
いつも穏やかな笑顔で、仲間と酒を飲み交わして語り合った日々を、懐かしく思い出しま
す。先生のご冥福を、お祈りいたします。 （上越地区 田中静雄）

稲 川 豊 先生
長岡市来迎寺甲 2603－５
平成29年10月29日没（昭和39年４月30日入会）

昭和61年から２期、本会保険部の理事を務められました。寡黙な中に優しさのあるお人柄
で、患者さんからの信用も厚く、急逝されるまで仕事をされていました。
ゴルフ、スキー、水泳など体力作りに励んでおられたが、残念でなりません。
心からご冥福をお祈り申し上げます。 （長岡地区 浅野栄一）

山 田 健 作 先生
上越市木田１－13－6
平成29年12月７日没（昭和41年５月１日入会）

また元気なお姿を見せて頂けるものと信じていました。先生の元で修行中、大病を患い
入院中にもかかわらず主治医に「どうしても行かなければならない」と頼み込み、会務
に行かれたことを思い出します。会のため、会員のために本当に尽力された先生でした。
ありがとうございました。 （上越地区 加藤智範）

会員の方の訃報をお知らせします。
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ボランティア活動報告 （平成28年12月～29年11月報告分）

平成28年６月

救護者数参 加 者場 所活 動 内 容活動日

８名野田 温北越高校新潟県新体操国体チーム練習会２日 

平成28年７月

救護者数参 加 者場 所活 動 内 容活動日

10名野田 温加茂市民体育館新潟県新体操連盟合同練習会10日蚊

平成28年10月

救護者数参 加 者場 所活 動 内 容活動日

10名野田 温加茂市民体育館新潟県新体操連盟合同練習会２日 

５名野田 温
岩手県
北上総合体育館

平成28年度国体帯同
７日 
～10日 

６名野田 温北越高校新潟県新体操国体チーム練習会27日 

平成28年11月

救護者数参 加 者場 所活 動 内 容活動日

９名安澤直樹燕市体育センター
2016秋季極真会館本部直轄
新潟道場交流大会

13日 

３名加藤敦志 加藤智範上越市総合体育館第32回 上越柔道大会20日 

８名加藤敦志妙高市総合体育館４階武道場第66回 頸南柔道大会23日 

平成28年４月

救護者数参 加 者場 所活 動 内 容活動日

10名野田 温白根カルチャーセンター新潟県新体操連盟合同練習会10日蚊

８名野田 温北越高校新潟県新体操国体チーム練習会30日臥

平成28年８月

救護者数参 加 者場 所活 動 内 容活動日

10名野田 温加茂市民体育館新潟県新体操連盟合同練習会４日 

８名野田 温北越高校新潟県新体操国体チーム練習会15日 

６名野田 温北越高校新潟県新体操国体チーム練習会21日 

５名野田 温長野市ビッグウェーブ北信越国体帯同
25日 
～28日 

平成28年９月

救護者数参 加 者場 所活 動 内 容活動日

12名野田 温加茂市民体育館新潟県新体操連盟合同練習会11日 

６名野田 温北越高校新潟県新体操国体チーム練習会15日 

７名野田 温北越高校新潟県新体操国体チーム練習会29日 
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平成28年12月

救護者数参 加 者場 所活 動 内 容活動日

５名鈴木久梓豊栄総合体育館第13回 新潟県空手挙法道選手権大会４日 

３名加藤智範高田スポーツセンター
第９回 オープントーナメント
北陸空手道交流大会

４日 

６名佐藤貴大鳥屋野体育館武道場第32回 県下新潟柔道大会４日 

25名
佐野精也 星野英慈
小林貴樹 中村公昭

東総合スポーツセンター
鳥屋野総合体育館
西川総合体育館

第６回
全国ママさんバレーボール冬季大会

９日 
～11日 

８名野田 温北越高校新潟県新体操国体チーム練習会11日 

12名後藤直哉刈羽ラピカアリーナ
第48回 柏崎家庭婦人
バレーボール選手権大会

18日 

４名市村 健鳥屋野体育館武道場

第29回 日本文理学園杯
高等学校柔道優勝大会
第28回 日本文理学園杯
中学校柔道優勝大会

25日 
～24日蚊

平成29年１月

救護者数参 加 者場 所活 動 内 容活動日

５名亀貝良介 古谷富治新潟市新津武道館
第９回 新潟県中学１年生
柔道体重別大会

８日 

22名中條貴之亀田総合体育館
第24回 ＥＹＥリーグ
バドミントン大会

８日 

17名
圓山 学 市村 健
圓山隼人 渋谷和樹
菅原優人

鳥屋野総合体育館
第39回 全国高等学校
柔道選手権大会新潟大会

14日
～15日 

平成29年２月

救護者数参 加 者場 所活 動 内 容活動日

６名和田浩一燕市民武道館柔道場
第19回 吉田近郷
ジュニア親善柔道大会

12日蚊

平成29年３月

救護者数参 加 者場 所活 動 内 容活動日

４名若林春樹 佐藤浩司両津総合体育館全佐渡少年柔道大会19日蚊

８名山口 学東総合スポーツセンター第19回 石山地区バドミントン大会19日蚊

40名齋木貴幸 加島智裕亀田総合体育館
第53回
大形オープンバドミントン大会

19日蚊

平成29年４月

救護者数参 加 者場 所活 動 内 容活動日

８名圓山 学 菅原優人鳥屋野総合体育館武道館第31回 ＢＳＮ少年柔道大会県予選会２日蚊

８名
中條貴之 平方 智
安澤直樹

長岡市営陸上競技場第43回 長岡ロードレース大会９日蚊

23名
大竹 繁 大竹三栄子
近藤謙介 野﨑貴之

教育プラザ体育館
三和体育館

第23回 上越市ママさん
バレーボール協会発足記念大会

９日蚊
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平成29年５月

救護者数参 加 者場 所活 動 内 容活動日

１名中川裕之 加藤智範高田スポーツセンター上越地区昇段審査会７日蚊

５名茂野恵智郎刈羽第２体育館
全国ママさんバレーボール大会
柏崎予選会

14日蚊

402名

茂野恵智郎 茂野浩祥
治面地潔 前澤裕二
荒井典一 後藤直哉
渡辺雅人

コース内２カ所
新道・佐水給水ポイント

第17回 柏崎潮風マラソン21日蚊

６名安澤直樹 中野健一新潟市陸上競技場
第48回 新潟実業団
第35回 マスターズ
陸上競技選手権大会

21日蚊

18名大竹三栄子 近藤謙介教育プラザ体育館（大・小）
第11回 ＪＡ えちご上越杯
ママさんバレーボール大会

21日蚊

平成29年６月

救護者数参 加 者場 所活 動 内 容活動日

19名
原田良樹 鈴木久梓
皆川 俊 長井智里

新発田市カルチャーセンター
第70回 新潟県高等学校
総合体育大会柔道競技

３日臥

～５日 

４名中川裕之上越市総合体育館修武杯空手道選手権新潟大会４日蚊

５名近藤謙介妙高市総合体育館平成29年度 あらいバレーボール大会４日蚊

３名西山 健
新潟翠江高等学校
柔道場

新潟県高等学校定時制・通信制
総合体育大会柔道大会

10日臥

18名安澤直樹
新潟市
西総合スポーツセンター

第18回 オープントーナメント
新潟県空手道錬成大会

11日蚊

19名
大竹 繁 大竹三栄子
田中公彦 近藤謙介

浦川原体育館
清里スポーツセンター
教育プラザ小体育館

第４回 デュオ・セレッソ杯
ママさんバレーボール大会

11日蚊

25名
圓山 学 菅原優人
圓山隼人

新潟市
豊栄総合体育館

第58回 北信越高等学校柔道大会
17日臥

～18日蚊

15名安澤直樹燕市体育センター2017 新潟県空手道選手権大会18日蚊

12名
原田良樹 鈴木久梓
皆川 俊

新潟市
豊栄総合体育館

全日本ジュニア・女子ジュニア
柔道体重別選手権大会新潟予選会
全国小学生学年別柔道大会新潟予選会

24日臥

～25日蚊

平成29年７月

救護者数参 加 者場 所活 動 内 容活動日

２名市川寿秀妙高市総合体育館第36回 ファミリーソフトバレーボール大会２日蚊

13名前澤裕二刈羽第２体育館
第25回 佐藤杯争奪柏崎刈羽
家庭婦人バレーボール親善大会

２日蚊

平成29年４月

救護者数参 加 者場 所活 動 内 容活動日

０名
安澤直樹 外川 均
引野晃一

新潟市陸上競技場
～やすらぎ堤

新潟ロードレース 201716日蚊

69名
中條貴之 中野健一
安澤直樹 若木紀考

新潟市陸上競技場第９回 新潟市陸上競技選手権大会
22日
～23日蚊
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平成29年８月

救護者数参 加 者場 所活 動 内 容活動日

５名加藤敦志 加藤智範上越市総合体育館
第92回
謙信公祭奉納武道大会柔道大会

６日蚊

８名長谷川慎一 横山幹雄長岡市市民体育館長岡まつり第65回記念県下柔道大会６日蚊

０名塚田祐三 風間昇一
高田城址西堀・東堀
北堀周回コース

第38回 上越蓮まつり
「はすを見ながら走ろう会」

６日蚊

12名今井達栄 長谷川慎一長岡市市民体育館
第52回 全国高等専門学校体育大会
柔道競技

26日
～27日蚊

11名近藤謙介 野﨑貴之上越市カルチャーセンター
第４回 市Ｐ連バレーボール
有志決勝大会

27日蚊

２名大竹 繁 大竹三栄子教育プラザ大体育館
第13回 村松杯シニアママさん
バレーボール大会

27日蚊

平成29年９月

救護者数参 加 者場 所活 動 内 容活動日

７名中條貴之
デンカビッグスワン
スタジアム

第７回 新潟県小学生
陸上競技選手権大会

10日蚊

62名中村公昭 若木紀考新潟市陸上競技場2017 リレーフルマラソン16日

15名安澤直樹
新潟市
東総合スポーツセンター

第４回 オープントーナメント
全北陸空手道選手権大会

17日蚊

０名風間昇一黒田小周辺農道コース29年度 上越市黒田小学校マラソン記録会27日 

０名風間昇一
特養いなほ園前～
はさ木農道コース

第５回 越後高田はさ木福祉農道
マラソン大会

30日

平成29年７月

救護者数参 加 者場 所活 動 内 容活動日

18名近藤謙介 野﨑貴之教育プラザ体育館（大・小）
第22回 さわやか三井企画杯
ママさんバレーボール大会

２日蚊

25名安澤直樹
アスパーク亀田
メインアリーナ

第11回 東日本グローブ
空手道選手権大会

２日蚊

２名中條貴之 若木紀考
デンカビッグスワン
スタジアム

第33回
全国小学生陸上競技交流大会

９日蚊

９名近藤謙介
雄志中学校
体育館及びグラウンド

平成29年度 雄志杯親善球技大会９日蚊

２名近藤謙介教育プラザ小体育館
第28回 新潟県スポーツフェスティバル
女子バレーボール大会

16日蚊

20名
大竹三栄子 近藤謙介
野﨑貴之

リージョンプラザ上越
第５回 上越ケーブルビジョン杯
ママさんバレーボール大会

23日蚊

平成29年10月

救護者数参 加 者場 所活 動 内 容活動日

１名風間昇一西小学校周回農道コース
29年度 上越市立西小学校
のびる子マラソン大会

２日 

３名
加藤智範 中川裕之
小堺健四朗 加藤敦志

高田スポーツセンター第47回 上越市市民体育祭柔道大会８日蚊
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平成29年10月

救護者数参 加 者場 所活 動 内 容活動日

３名中條貴之長岡市営陸上競技場
第42回 少年少女親善オリンピック
長岡大会

８日蚊

141名

中條貴之 近藤貴司
中村公昭 平方 智
山口 学 若木紀考
安澤直樹 大橋敏博
引野晃一 高見大介
斉木貴幸 加島智裕
池田哲弘

シティマラソンコース沿道新潟シティマラソン 2017９日 

７名菅原優人
胎内市総合体育館
ぷれすぽ胎内

第45回 下越地区柔道大会15日蚊

36名

茂野恵智郎 荒井典一
桑名和行 後藤直哉
茂野浩祥 治面地潔
前澤裕二 渡辺雅人

第一中学校体育館第15回 柏崎マラソン29日蚊

平成29年11月

救護者数参 加 者場 所活 動 内 容活動日

26名圓山 学 市村 健新潟市鳥屋野総合体育館

第42回
ＢＳＮ高等学校柔道選手権大会
第37回
ＢＳＮ中学校柔道選手権大会
第20回
ＢＳＮ少年柔道選手権大会

３日 
～４日臥

６名菅原優人 圓山隼人新潟市鳥屋野総合体育館柔道フェスタ 2017５日蚊

１名西山 健
新潟向陽高等学校
柔道場

新潟県高等学校定時制・通信制
総合体育大会柔道大会

５日蚊

７名市川寿秀
妙高市総合体育館
新井高校体育館

第３回 上越地区郵便局長杯
冬季あらいバレーボール大会

23日 

６月11日開催、南魚沼グルメマラソンでのテーピングブースの様子
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救護者数参 加 者場 所活 動 内 容活動日

250名

佐藤大輔 神保貴雄
仲祐一朗 西野 慎
星 光明 鹿島太一
間島大樹 茂野浩祥

八色の森公園第８回 南魚沼グルメマラソン６月11日蚊

８名今井達栄 間島大樹長岡市民体育館
第25回 東日本車椅子
バスケットボール選手権大会

７月15日臥

～16日蚊

83名
吉田拓也 金子恵彦
丸山 智 柳原晃平
和田浩一

三条市下田地区～
弥彦山登山～弥彦神社

寺子屋つばさ 100㎞徒歩の旅
８月７日 
～11日 ⣼

本会事業としての参加救護活動

10月29日開催、柏崎マラソンでのコンディショニングの様子

＊隔年開催の、えちご・くびき野100㎞マラソン開催年（平成26年・28年）は、概ね500名、救護者数が増加します。

◆ 過去４年間の救護活動状況

延べ救護者数延べ参加会員報告件数年 度

1,207名156名65件平成25年度

1,832名189名69件平成26年度

1,415名153名63件平成27年度

2,366名231名87件平成28年度

6,772名727名282件総 計

一般参加者講 師場 所活 動 内 容活動日

20名伊 藤 貴 大五日市公会堂

平成28年度
妙高市介護予防事業
「リハビリ健康講座」

H.28年10月18日 

10名市 川 寿 秀下十日市公民館H.28年11月６日 

10名加 藤 敦 志長沢いきいきホームH.28年11月10日 

10名市 川 寿 秀
高原クラブ（名香山苑）

H.28年11月14日 

９名市 川 寿 秀H.28年11月17日 

15名長 澤 健 章

ひまわり（いきいきプラザ）

H.29年１月24日 

７名伊 藤 貴 大H.29年１月25日 

13名前 島 順 子H.29年２月９日 

13名加 藤 敦 志H.29年２月10日 

14名市 川 寿 秀おまんたくらぶ（妙高支所）H.29年３月22日 

計121名計５名全10回

各種研修会への講師派遣
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〒950-0084

新潟市中央区明石１丁目２番28号

（公社）新潟県柔道整復師会

広報委員会「新整広報投稿」係

E-mail:sinsetu@themis.ocn.ne.jp

FAX:025-245-7822

広報委員会では、（公社）新潟県柔道整復師会

機関誌として年１回発行している、次の「新整

広報第48号」に掲載する原稿を募集します。

日常業務での体験や、ご自身の趣味、思い

出、ご当地の名所や祭礼・イベントの紹介など、

気楽にご応募ください。

１．パソコンソフトでの原稿の形式

（ワードや一太郎などでの投稿）

原稿はA４版縦白紙に10.5ポイントを使用。

余白は標準、１段組みのままで結構です。横書

きで文章はMS明朝体を使用してください。

１行目にタイトル、２行目に所属地区名、及

び氏名を記載し、３行目を空白にして、本文を

４行目から記載してください。

内容は１ページ以内に簡潔にまとめ、写真等

を同時に掲載する場合は、そのスペースを考慮

してください。例えば写真を２枚掲載する際の

文章の量は、A４用紙の３分の２程度になりま

す。

原稿及び写真ファイルは、メールのタイトル

に「新整広報投稿」と記載し、添付してお送り

ください。

２．手書き原稿の形式

特に形式は問いませんが、広報委員会でデー

タに打ち直しますので、わかりやすい字でお書

きください。原稿は郵送かＦＡＸで受け付けま

すが、写真はデータとしてメール添付するか、

郵送していだだく必要があります。

３．写真だけの投稿

写真データの投稿も、受け付けております。

プリントしたものは、データ化する過程で元の

画質が損なわれることがありますので、データ

での投稿をお奨めします。

写真のタイトル、所属地区、撮影者名をメー

ルに記載してお送りください。短い写真解説な

ども記載していただけると、一層良い記事にな

ると思われます。

投稿の内容により、編集会議の結果、未掲載

となる場合や、内容を変更させて頂く場合もあ

りますのでご了承ください。

また、掲載スペースを調整するために、文章

の割愛や、写真のトリミングをさせていただく

場合があります。

原稿や写真データ作成に関しての相談も受け

付け、お手伝いさせていただきます。

お近くの広報委員まで、お声掛けください。

〈原稿の宛て先〉

「新整広報第48号」の投稿を募集します。 広 報 部
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関係団体及び会員の皆様のご協力を賜り、

「新整広報第47号」を発行することができました。

広報部を代表して心より感謝申し上げます。

５月の通常総会において理事に選出され、広

報部を担当することになりました。様々な公益

活動・ボランティア活動のホームページ用・広

報誌用の記事の作成や日整広報誌掲載記事の作

成、まだまだ一般社会に認知不足な我々、柔道

整復師を周知するために本会紹介パンフレット

の作成などを進めて参りました。

11月には特集として企画した今年度の一大事

業である、「本会創立90周年・協同組合設立20

周年記念式典」が開催され、工藤日整会長の記

念講演や記念式典及び祝賀会の撮影、特に会員

表彰の記念撮影は限られた時間内で撮影しなけ

ればならず大変でしたが、役員及び会員の皆様

のご協力により、無事撮影スケジュールを消化

することができました。

今号には学術部から特別寄稿があり、詳細な

論文の作成方法を掲載することができました。

これにより発表論文がますます充実し、一層の

学術振興に繋がるのではないかと思います。

ホームページにも掲載してありますのでご活用

下さい。

広報という全く携わったことのない分野を担

当することになり、最初は？？？ばかりでした

が、広報委員の星委員・近藤委員のサポートの

おかげで、広報部長としての職務を進めること

ができました。この場をお借りしまして感謝申

し上げます。

これからも皆様に有益な情報提供ができるよ

う、広報部が一丸となって取り組んで参ります

ので、ご理解とご協力を賜りますよう、よろし

くお願い申し上げます。

編 集 後 記

広報部長 加 藤 智 範

広 報 部 長 加藤 智範

広 報 委 員 近藤 貴司

星 真奈美
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治療例

管理医療機器（特定保守管理医療機器）〈クラスⅡ〉
医療機器認証番号 229AABZX00026000
低周波治療器・干渉電流型低周波治療器組合せ理学療法機器
（JMDNコード：70620000）
イトー ES-5000

立体的な電流のうねりが生体深部を広範囲に刺激。立体的な電流のうねりが生体深部を広広範範囲に刺
進化した、うねり感。

立体動態波モード

立体的な電流のうねりが深部を刺激。
［3D干渉電流刺激療法］

3D MENSモード
立体的な微弱電流で深部組織を刺激。
［3Dマイクロカレント療法］

3D EMSモード
立体的なEMSが深部の筋を刺激。
［3D神経筋電気刺激療法］

Hi-Voltageモード
高電圧で深部組織を刺激。
［高電圧電気刺激療法］

MCRモード
微弱電流で損傷の治療を促進。
［マイクロカレント療法］

EMSモード
筋収縮を引き起こし、筋力を強化。
［神経筋電気刺激療法］

2D

3D

3Dと2Dの治療モードを同時に使用可能

お問い合せ先 TEL.025-274-5264
FAX.025-274-5294〒950-0027 新潟県新潟市東区松和町14-3

フジタ医科器械 製造販売元

〒113-0001 東京都文京区白山1-23-15

販売元







¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥

      







457,560

318,370円

139,190円軽減
457,560

10,170
12,710
12,405
17,235
17,940

8,370
11,880
14,850
14,490
20,115
20,930

9,780

20.420％＋住民税10％）

12,710 6,355

5.105％ 10.210％ 20.420％ 23.483％ 33.693％ 40.840％

円×（所得税率

※国民年金の年金額6.5万円は、20歳から60歳までの40年間、保険料を納付した時の金額です（平成27年度満額）。
※国民年金基金の年金月額は、夫婦とも35歳0月で1口目終身年金A型、2口目以降終身年金A型4口の場合です。

お問い合わせ

日本柔道整復師国民年金基金 0120-305205
〒101-0041 東京都千代田区神田須田町1-22-8 イイヅカビル8階 ☎03-3253-0701 FAX専用 0120-505405

ホームページ http://www.juuseikikin.or.jp





総 発 売 元 株式会社
本 社：〒225-0002 神奈川県横浜市青葉区美しが丘2-17-39

TEL_045-901-5471㈹ FAX_045-902-9262
オンラインショップ http://e-kenkou.jp/ E-mail info@kanaken.co.jp

大阪営業所：TEL_06-6935-3016㈹ FAX_06-6935-3017
新潟営業所：TEL_025-286-0521㈹ FAX_025-286-8870
福島営業所：TEL_024-961-7211㈹ FAX_024-961-7221
仙台出張所：TEL_022-287-6273㈹ FAX_022-287-6218

─ サーノス ─

低周波治療器

【付属品】
電源コード …………………… 1本
アースコード ………………… 1本
2Ｐ-3Ｐ交換プラグ ………… 1個
導子コード ………… 黄緑橙各2本
丸型湿性平導子……黄6個・青6個
マジックバンド ……長3本・短3本
添付文書……………………… 1部
取扱説明書…………………… 1部

痛 みの治療に新しい提案
即効深部刺激、サーノスだけのＰＤＭウェーブ搭載

表層部位から深層部位まで刺激をコントロール。

新開発の『PDM波形』を搭載。ただいまデモンストレーションを実施中です。
お気軽にお問い合わせください。

低周波治療器
SARNOS（サーノス）
KE-548 本体

価格850,000円＋消費税
〔クラスⅡ/特管〕認証番号：222ALBZX00038000
●定格電圧：AC100V
●電源周波数：50/60Hz
●電源入力：100VA

●保護の形式：クラスⅠ機器
●保護の程度：BF形装着部

●最大出力電圧：130Vpp±20％（500Ω負荷時）
●最大出力電流：70±10mArms（500Ω負荷時）
●出力周波数：1.36kHz±10%～ 1.74ｋHz±10% 2.7ｋHz±10%
●出力波形：A、B ●出力チャンネル数：6
●安全装置：ゼロスタート方式・ストップスイッチ・電源ヒューズ5A
●本体の寸法：幅330㎜×奥行351㎜×高さ226㎜
●本体の重量：約5.2㎏



［柔道整復師倫理綱領］

国民医療の一端として柔道整復術は、国民大衆に広く受け入れ

られ、民族医学として伝承してきたところであるが、限りない

未来へ連綿として更に継承発展すべく、倫理綱領を定めるもの

とする。

ここに柔道整復師は、その名誉を重んじ、倫理綱領の崇高な理

念と、目的達成に全力を傾注することを誓うものである。

１、柔道整復師の職務に誇りと責任をもち、仁慈の心を以て人

類への奉仕に生涯を貫く。

２、日本古来の柔道精神を涵養し、国民の規範となるべく人格

の陶冶に努める。

３、相互に尊敬と協力に努め、分をわきまえ法を守り、業務を

遂行する。

４、学問を尊重し、技術の向上に努めると共に、患者に対して

常に真摯な態度と誠意を以って接する。

５、業務上知りえた秘密を厳守すると共に、人種、信条、性別、

社会的地位などにかかわらず、患者の回復に全力を尽くす。

発　行　日　　平成30年２月１日
発　行　所　　公益社団法人　新潟県柔道整復師会
　　　　　　　〒950-0084　新潟市中央区明石１丁目２番28号
　　　　　　　　　電　話　　代表（025）245－2815
　　　　　　　　　ＦＡＸ　　　　（025）245－7822
発　行　人　　北　村　　　公
編　集　者　　加　藤　智　範
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